
曽
我
部
議
員
は
安
倍
政
権
が
昨

年
７
月
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
容
認
す
る
閣
議
決
定
を
行
い
、

安
全
保
障
法
制
を
変
え
る
準
備
を

進
め
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

時
の
権
力
＝
政
権
を
縛
る
の
が

憲
法
で
す
。
政
権
が
「
都
合
が
悪

い
」
と
勝
手
に
土
俵
＝
憲
法
を
変

え
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

歴
代
政
権
の
憲
法
９
条
に
対
す

る
解
釈
は
次
の
通
り
で
す

「
憲
法
９
条
の
も
と
に
お
い
て
許

容
さ
れ
る
自
衛
権
の
行
使
は
、
わ

が
国
を
防
衛
す
る
た
め
の
最
小
必

要
限
度
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
べ
き

も
の
と
解
し
て
お
り
、
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
そ
の

範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、

憲
法
上
許
さ
れ
な
い
」

憲
法
「
改
正
」
に
地

方
か
ら
反
対
の
声
を

安
倍
政
権
の
最
大
の
野
望
は
９

条
を
焦
点
と
し
た
憲
法
改
定
で
す
。

３
月
８
日
の
自
民
党
大
会
で

「
憲
法
改
正
原
案
を
検
討
、
作
成

す
る
こ
と
を
目
指
す
」
運
動
方
針

を
決
め
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
責
務
は
「
住
民
福
祉

の
増
進
」
を
図
る
こ
と
で
す
（
地

方
自
治
法
）
。
戦
争
が
起
こ
れ
ば

住
民
福
祉
は
破
壊
さ
れ
ま
す
。

安
倍
政
権
「
暴
走
」
の
防
波
堤

と
な
り
、
声
を
上
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
民
元
幹
部
も
批
判

安
倍
政
権
の
「
暴
走
」
に
多
く

の
国
民
が
「
恐
い
」
と
考
え
て
い

ま
す
。

自
民
党
の
元
幹
部
も
安
倍
政
権

の
「
暴
走
」
を
厳
し
く
批
判
し
て

い
ま
す
。

山
崎
拓
元
自
民
党
副
総
裁
は
、

「
（
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
つ
い

て
）
戦
後
70
年
の
外
交
安
保
政
策

の
大
転
換
を
閣
議
決
定
で
な
し
崩

し
的
に
や
る
べ
き
で
は
な
い
」

「
『
戦
後
以
来
の
大
改
革
』
な
ど

と
い
っ
て
、
タ
ブ
ー
を
破
っ
た
快

感
に
酔
い
し
れ
て
、
個
人
の
名
誉

心
で
や
っ
て
い
る
」
。

ま
た
古
賀
誠
元
自
民
党
幹
事
長

も
、
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

な
ぜ
今
、
問
う
必
要
が
あ
る
の
か

な
ど
、
根
っ
こ
の
議
論
が
何
一
つ

な
い
。
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
状
況

だ
」
。

（
い
ず
れ
も
週
刊
朝
日
よ
り
）

安
倍
政
権
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ
・
戦
争
す
る
国
許
す
な

憲
法
「
改
正
」
＝
改
悪
に
反
対
の
声
上
げ
よ

3
月
議
会
の
一
般
質
問
が
11
～
13
日
の
３
日
間
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
の
曽
我
部
博
隆
、
渡
辺
幸
保
議

員
を
は
じ
め
13
人
が
質
問
し
ま
し
た
。
質
問
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

曽
我
部
議
員
は
①
安
倍
政
権
の
憲
法
「
改
正
」
に
ど
う
い
う
態
度
を
と
る
か
、
②
公
共
施
設
再
編
と
学

校
統
廃
合
等
、
③
学
校
給
食
の
あ
り
方
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
憲
法
に
関
す
る
質
問
は
次
の
通
り
で
す
。

憲
法
「
解
釈
」
を
勝
手
に
変
え
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い

曽
我
部

安
倍
政
権
は
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す

る
閣
議
決
定
を
行
い
、
法
案

提
出
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
自

衛
隊
が
海
外
で
武
力
を
行
使

す
る
こ
と
だ
。
武
力
を
行
使

す
れ
ば
、
日
本
が
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

制
定
に
反
対
す
る
べ
き
だ
。

大
野
紀
明
市
長

国
政
レ

ベ
ル
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
だ
。

国
の
動
向
を
見
守
る
。

曽
我
部

安
倍
内
閣
は
憲

法
９
条
を
「
改
定
」
し
、
日

本
を
戦
争
で
き
る
国
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
も
っ
て
い
る
自

治
体
と
し
て
、
憲
法
９
条
を

守
る
先
頭
に
立
つ
べ
き
だ
。

大
野
市
長

憲
法
改
正
は

国
民
す
べ
て
に
関
わ
る
重
要

な
問
題
だ
。
国
の
動
向
を
見

守
っ
て
い
く
。

一宮駅東口で訴
えます

（いちい信金前）

３月２９日（日）

午後１時～

安倍政権の暴走、「政治と

金」…日本共産党の考えを

是非お聞きください。
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